
 

 

 
 

 

 

 

 

校長 柳 井  裕 明 

 

  「ならぬものは ならぬものです」 何年かに一度、学校便り等に書いているフレーズです。 

江戸時代、会津藩（現在の福島県会津若松市）の武士のこどもたちは藩の学校（藩校）「日新館」で武士として

の思想・学問・武術等を学びました。有名な白虎隊の少年たちもここで学びました。（会津では、こどもたちに切

腹の作法も大人が教えていたと言われています。） 

また、入校前から「什（じゅう）」と呼ばれる町会のグループで会津藩士としての生き方を徹底的に教え込まれ

ました。これが「什の掟」と呼ばれるものです。この「什の掟」を現代風に訳せば「年上の人の言うことを大切

に聞く」「あいさつをしっかりする」「嘘をつかない」「卑怯なことはしない」「弱い者いじめをしない」「食べ物を

外で食べない」「外で女性とはなしをしない」という七つの教えになります。 

そして、「だめなものは だめです」、原文ではこの「ならぬものは ならぬものです」で締めくくられます。

「女性と話をしない」以外は、現代にも通じる教えではないでしょうか。人が生きていく中には、理屈抜きに「や

ってはいけないこと」「言ってはいけないこと」「許せないこと」等、最低限のルールがあります。自分たちの周

りには様々な誘惑や良くない環境もありますが、大人もこどもももう一度自分を見つめ直し、「ならぬものは な

らぬもの」を認識して、明るい社会にして行けたらと思います。ちなみに、会津若松市ではこの「什の掟」現代

版をつくり、「あいづっこ宣言」として市の教育方針にしているそうです。 

ちなみに、「あいづっこ宣言」の内容は、「人をいたわります」「ありがとう ごめんなさいを言います」「がま

んをします」「卑怯なふるまいはしません」「会津を誇り年上をうやまいます」 

「夢に向かってがんばります」の六つで、最後に「やってはならぬ やらねばならぬ」「ならぬことは ならぬもの

です」の言葉で締めくくっています。 

正しい教えは時代をこえてひきつがれていくものですね。 

なお、「藩校日新館」は市の郊外に復元された施設があり、当時の様子を見ることができます。 

 

※白虎隊（びゃっこたい）・・・白虎隊とは、戊辰戦争（新政府軍と 

旧幕府軍の戦い）で、数え年１６・１７歳の会津藩士の子弟約300人で 

組織された部隊。そのうちの白虎二番士中隊の少年たち19人は、飯盛山 

から見えた会津城が燃えていると勘違いして飯盛山（いいもりやま）で 

自刃した悲劇が伝わっています。 

 

※写真：会津藩校日新館（福島県会津若松市） 
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¶女子バレーボール部 東京都夏季選手権大会 ベスト１６ 

¶男子バレーボール部 東京都夏季選手権大会 ベスト１６ 

¶吹奏楽部 令和８年度 第66回 東京都中学生吹奏楽コンクール 銅賞 

¶民舞和太鼓部 馬込大盆踊り大会にて櫓太鼓を披露 

 

 

 

 

７月１５日に道徳地区公開講座を実施しました。今回の道

徳地区公開講座は「生命の尊さ」というテーマで、各学年に沿

った教材で授業を進めました。１年生は「ゆうへ～生きていて

くれてありがとう～」という阪神淡路大震災にまつわる内容、

２年生は「命を見つめて～猿渡瞳さんの６４６日～」という病

気と闘いながら生き抜いた女性の内容、３年生は「最後だとわ

かっていたなら」という東日本大震災にまつわる内容を取り

扱いました。生徒は、命について真剣に考え授業に向き合うこ

とができていました。病気や震災を通じて、命の有限性を意識

し、自分自身や他者の命の尊さを学び、命の大切さを改めて知

る機会になったのではないかと思います。些細なことと思っ

ても、困ったことがあれば周りの大人に相談してください。自

分を大切にする意識をもち、「中学生というこの時期」を大切

に過ごしていきましょう。 

                  道徳教育推進担当 

 

 9月１日に集団下校訓練を実施しました。この訓練は震度

5弱以上の地震が発生した時の初期対応として、大田区教育

委員会作成のガイドラインに基づいた訓練です。また地震

以外にも緊急時に全校生徒が安全に下校することにつなが

る訓練です。近年、集中豪雨や台風による暴風雨等が頻発し

ています。今回は実際に起こったことを想定して練習する

とてもよい機会でした。生徒は、上級生を中心にまとまり、

真剣な表情で臨むことができていました。緊急時の自宅ま

での避難ルートの確認はもちろん、避難場所の確認や、災害

時の家族の中での約束事など改めて話し合っておきましょ

う。災害はいつ起こるか誰も分かりません。備えあれば憂い

なしです。自助・共助・公助の精神を忘れずに適切な行動を

心がけましょう。  

                    生活指導主任 

安全担当 

1 火
始業式　④集団下校訓練(避難訓練⑤)

②マナー教室(2年)

2 水 給食始　若木祭実行委員会(合唱・舞台)

3 木 専門委員会（前期最終）　⑤⑥性教育講演会(３年)

4 金 運営委員会（前期最終）

5 土  

6 日  

7 月 生徒会朝礼　安全指導⑤　区陸壮行会

8 火  

9 水 区陸上競技大会

10 木 ⑤⑥職場体験事前訪問(2年)　１年移動教室説明会

11 金 若木祭合唱実行委員会

12 土  

13 日  

14 月 学年朝礼

15 火  

16 水 研修会

17 木 ⑤２年職場体験講話　⑥生徒会役員選挙

18 金 若木祭合唱実行委員・指揮者・伴奏者会

19 土  

20 日  

21 月 敬老の日

22 火
国民の休日

定期考査一週間前諸活動停止期間始

23 水 秋分の日

24 木 職員会議（⑥カット）

25 金  

26 土  

27 日  

28 月  

29 火 第２回定期考査１日目

30 水 第２回定期考査２日目　諸活動停止期間終

専門委員会（後期始）

日 曜 行　　　　　　　　事


